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プラン５ 魅⼒ある教育環境づくり【学校・教職員】 
児童・⽣徒が安全・安⼼に学校⽣活を送るために、教員の指導⼒向上と良質な教育環境をつく

ります。 
 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「子どもたちにとって分かりやす
い授業をしていた」及び「子ども
たち一人ひとりの活動が充実して
いた」に「とても当てはまる」と
答えた割合 
＜保護者による授業評価＞ 

60.59％  65.59％ 

 
平成 30 年度より 5.0 ポ
イント増の65.59％を目
標値とします。 

【P.51〜62】 
○授業改善セミナー＊の実施 ○いじめ防止対策の強化 
○副校⻑アシスタントの配置 ○部活動指導員・校外指導員の配置 
○トイレの洋式化 ○体育館の空調化 
○学校特別支援員＊の配置 など 

 
 

プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育【学校・家庭・地域】 
学校・家庭・地域が担う役割などを明確にし、地域に開かれた教育の実現をめざします。また、

相互の連携を深め、子どもを育てる仕組みをつくります。 
区⺠が⽣涯を通じて学び続ける拠点として図書館機能の充実を図り、学び合いによる地域づく

りを進めます。さらに、地域の歴史・文化資源の保護、活用を進めます。 
 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

学校支援地域本部＊の事業に参
加したボランティアの数 57,753 人  65,000 人 

平 成 30 年 度 の 約
58,000 人より 7,000 人
増の 65,000 人を目標値
とします。 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「今住んでいる地域の⾏事に参
加していますか」に「当てはまる」
「どちらかといえば、当てはま
る」と答えた児童の割合 
（⼩学校第６学年） 
＜全国学⼒・学習状況調査＊＞ 

49.9％  51.1％ 
平成 30 年度の東京都の
平均値 51.1％を目標値
とします。 

【P.66〜71】 
○地域教育連絡協議会＊の発展（学校運営協議会＊設置の検討） 
○学校支援地域本部＊の発展・充実 ○放課後の児童の居場所づくり  
○PTA 活動と連携した家庭教育支援 ○教育相談体制の充実 
○地域⾏事への参加 ○図書館の ICT＊化の推進 など 
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第３章 

未
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第３章 重点的に進める教育プランと主な取組 
プラン１ 未来社会を創造的に生きる子どもの育成【未来】 

【目標】 
コミュニケーション能⼒、情報活⽤能⼒、ともに⽣きる⼒など、これからの社会の変化にしな

やかに対応する⼦どもの⼒と⾃信を⾝に付けます。 
 
（1）現状と課題 

○これまで大田区教育委員会は、グローバル化や少⼦高齢化の進展など社会変化に対応して、次世
代を担う人材を育成する教育を進めてきました。 

○「国際都市おおた」を標榜する大田区では、外国の⽅とのコミュニケーション能⼒や互いの⽂化
などを尊重する⼼の育成とともに、地域の伝統⽂化への理解など、国際社会に対応できる⼒を育
成する教育活動を展開しています。 

○今後、グローバル化や IoT＊、AI（人工知能）などをはじめとする技術革新が一層進展すると予想
されており、⼦どもたちが社会変化に対応し、たくましく未来社会を⽣きていくための⼒を育成
することが重要です。 

○異なる価値観や⽂化を理解、尊重する態度を育成するとともに、⽇本語を正しく理解し表現する
⼒や、外国語によるコミュニケーション能⼒の習得が、グローバル化する社会を⽣きる⼦どもた
ちにとって重要になります。 

○科学教育やものづくり教育、ICT＊教育など、これまでの取組を一層充実し、論理的、科学的な思
考⼒や情報活⽤能⼒、課題解決能⼒の育成を図るなど、未来社会を⾒据えた教育を⼒強く展開す
ることが求められます。 

  ○⼦どもたちがたくましく未来社会を⽣きていくためには、健康増進や体⼒向上が重要になります。
⼦どもの頃から健康の大切さを知り、運動習慣を定着させることが必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タブレット端末を活用した授業 

【大森東小学校】 

体験的な英語活動（英語カフェ） 

【洗足池小学校】 

理科の実験 

【出雲小学校】 
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（２）成果指標 
 
〇英語⼒ 

英語検定３級以上を取得している生徒の割合（中学校第３学年） 
＜実用英語技能検定＞ 

⽂部科学省は、第３期教育振興基本計画＊において、中学校卒業段階で英検３級程度以上を達成した
割合を 50%以上にするという指標を⽴てています。同様に東京都でも「東京グローバル人材育成計画
‘20」において、令和５年度までの達成目標として 60%以上という指標を⽴てています。 

一⽅、大田区の取得率は平成 30 年度時点で 32.8％であり、令和５年度までに取得率を 60.0％に向上さ
せることをめざし、国際化の進展に対応した教育を推進します。 

 

成果指標 30 年度 
(基準値) 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

(目標値) 
英語検定３級以上を取得してい
る生徒の割合 
（中学校第３学年） 

32.8% 
 
 

   60.0% 

 
 

〇科学教育 
理科の期待正答率*を超えた生徒の割合（中学校第１学年） 

＜大田区学習効果測定*＞ 

科学教育とは、理科と算数・数学の知識を基盤とし、客観的に⾃然の法則を認識する⼒や態度をは
ぐくむ教育です。 

大田区では、科学に直接かかわる理科を重視し、理科教育推進拠点校として、区内３小学校を指定
し、地域の独⾃性を⽣かしながら理科を中⼼としたカリキュラム・マネジメント＊を実施します。３校
の取組成果を全ての小学校と共有し、教育活動に⽣かすことで、科学教育の充実を図ります。 

平成 30 年度の大田区学習効果測定＊の「中学校第１学年理科の期待正答率＊を超えた⽣徒の割合（達
成率）」は 62.7％であり、全国の達成率は 68.0％でした。 

そこで、成果指標＊は、大田区学習効果測定＊の中学校第１学年理科の達成率とし、令和５年度の目
標値を平成 30 年度の全国の達成率である 68.0％とします。 

 

成果指標 30 年度 
(基準値) 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

(目標値) 
理科の期待正答率＊を超えた生徒
の割合 
（中学校第１学年） 

62.7％ 
 
 

   68.0% 
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② 外国語教育の充実 
事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 

1 英語教育 
 

中学校第３学年⽣徒の実⽤英語技能検定３級の取得率を向上させ、英
語による読み書き、リスニング、会話といった包括的なコミュニケー
ション能⼒の向上を図ります。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

2 外国語教育指導員＊ 外国人の外国語教育指導員＊を配置して、ネイティブ・スピーカーの
英語に触れることにより、小学校全児童及び中学校全⽣徒を対象に、
日常的な会話や簡単な情報交換等ができるよう実践的コミュニケー
ション能⼒を培います。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施 拡充  実施  継続 

3 習熟度別少人数指導 
 
 
 
プラン１－２）「論理的、科学
的な思考⼒」（P.27）、 
プラン２－1) 「基礎的な知
識・技能」（P.34）で再掲 

英語、算数、数学では、児童・⽣徒の習熟度に応じて少人数学級
を編成し指導を⾏い、児童・⽣徒一人ひとりの基礎学⼒を確実に
定着させます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国語教育指導員による授業 

【大森東小学校】 
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② 外国語教育の充実 
事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
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外国語教育指導員による授業 

【大森東小学校】 
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3) 「情報活⽤能⼒」 
〜多様な情報を⽣かし、⾼度情報化社会を⽣きる⼦どもを育てる〜 
情報技術の革新が進む中、これらの技術や得られた情報を適切に活⽤することが求められます。ICT＊

教育とその環境の充実を通じて、これからの社会において必要な情報活⽤能⼒をはぐくみます。また、
時代を超えて普遍的に求められる⼒であるプログラミング的思考を⾝に付けるための教育を推進します。 

 
① ICT*教育の充実 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 電⼦⿊板・タブレット・ 

デジタル教科書など ICT
＊機器の配備 

 
 
  
 
プラン 5－5）「教育環境の整備」
（P.56）で再掲 

ICT＊環境整備事業の成果を踏まえ、小中学校の ICT＊環境の一層の
充実をめざします。 
令和２年度から全面実施となる小学校の新学習指導要領における
「プログラミング教育」の本格導入などを⾒据え、小中学校におけ
るタブレット端末の追加配備や特別教室への大型提示装置など、小
中学校の ICT＊機器のさらなる充実を進めます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
充実     継続 

2 教員の ICT＊活⽤研修 授業において積極的に ICT＊を活⽤し、児童・⽣徒の学⼒の定着と
学ぶ意欲の向上をめざします。そのために、職層に応じた研修を
実施し、ICT＊活⽤に対する教員の意識を⾼め、より効果的な活⽤
方法の定着へとつなげます。特に、児童・⽣徒⽤タブレット端末
の活⽤方法に関する内容をまとめ、利⽤率の向上を図るとともに、
より効果的な活⽤につなげます。 
また、外部機関との連携を図り、ICT＊に関する校内研修の充実を
図ることや、ICT 活⽤推進リーダーに向けた連絡協議会を実施す
ることで、さらなる ICT＊活⽤の啓発に取り組みます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

3 プログラミング教育 物事をうまく解決する方法や⼿順を論理的に考えていく「プログラ
ミング的思考」を⾝に付けるための教育を教科横断的に進めます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
試⾏実施 実施    継続 

 
 
 
 
 
  

プログラミング教育 

【矢口西小学校】 
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3) 「情報活⽤能⼒」 
〜多様な情報を⽣かし、⾼度情報化社会を⽣きる⼦どもを育てる〜 
情報技術の革新が進む中、これらの技術や得られた情報を適切に活⽤することが求められます。ICT＊

教育とその環境の充実を通じて、これからの社会において必要な情報活⽤能⼒をはぐくみます。また、
時代を超えて普遍的に求められる⼒であるプログラミング的思考を⾝に付けるための教育を推進します。 

 
① ICT*教育の充実 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 電⼦⿊板・タブレット・ 

デジタル教科書など ICT
＊機器の配備 

 
 
  
 
プラン 5－5）「教育環境の整備」
（P.56）で再掲 

ICT＊環境整備事業の成果を踏まえ、小中学校の ICT＊環境の一層の
充実をめざします。 
令和２年度から全面実施となる小学校の新学習指導要領における
「プログラミング教育」の本格導入などを⾒据え、小中学校におけ
るタブレット端末の追加配備や特別教室への大型提示装置など、小
中学校の ICT＊機器のさらなる充実を進めます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
充実     継続 

2 教員の ICT＊活⽤研修 授業において積極的に ICT＊を活⽤し、児童・⽣徒の学⼒の定着と
学ぶ意欲の向上をめざします。そのために、職層に応じた研修を
実施し、ICT＊活⽤に対する教員の意識を⾼め、より効果的な活⽤
方法の定着へとつなげます。特に、児童・⽣徒⽤タブレット端末
の活⽤方法に関する内容をまとめ、利⽤率の向上を図るとともに、
より効果的な活⽤につなげます。 
また、外部機関との連携を図り、ICT＊に関する校内研修の充実を
図ることや、ICT 活⽤推進リーダーに向けた連絡協議会を実施す
ることで、さらなる ICT＊活⽤の啓発に取り組みます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

3 プログラミング教育 物事をうまく解決する方法や⼿順を論理的に考えていく「プログラ
ミング的思考」を⾝に付けるための教育を教科横断的に進めます。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
試⾏実施 実施    継続 

 
 
 
 
 
  

プログラミング教育 

【矢口西小学校】 

人権教育 

プラン 3－1）「道徳性の涵養
かんよう

」 
（P.40）で再掲 

道徳授業地区公開講座 

プラン 3－1）「道徳性の涵養
かんよう

」
（P.40）で再掲 

第3章

未
来
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③ 特別支援教育*の充実 
事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 

1 中学校特別支援教室 
（サポートルーム）＊設置 
 
 
プラン 5－６）「特別支援教育＊

の充実」（P.59）で再掲 

東京都発達障害教育推進計画＊に基づき、令和３年度までに全区⽴
中学校に特別支援教室（サポートルーム）＊を設置します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
モデル 

事業実施 段階実施 全校実施   継続 

 
④ 日本語指導の充実 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 日本語特別指導（初期指導） 

 
 
 
 
プラン２－1) 「基礎的な知
識・技能」（P.35）で再掲 

日本語指導が必要な外国人児童・生徒や、海外から帰国した児童・
生徒を対象に個別や⼩集団による日本語指導を⾏います。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

2 日本語学級（蒲田⼩･中） 
 
 
 
 
プラン２－1) 「基礎的な知
識・技能」（P.35）で再掲 

区⽴⼩中学校に就学している日本語特別指導（初期指導）を終了
した児童・生徒に対して、日本語による学習適応⼒の更なる向上
のため学習言語の習得を支援します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
推進     継続 

 
  

中学校生徒海外派遣 日本語学級学習発表会 

【蒲田小学校】 
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③ 特別支援教育*の充実 
事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 

1 中学校特別支援教室 
（サポートルーム）＊設置 
 
 
プラン 5－６）「特別支援教育＊

の充実」（P.59）で再掲 

東京都発達障害教育推進計画＊に基づき、令和３年度までに全区⽴
中学校に特別支援教室（サポートルーム）＊を設置します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
モデル 

事業実施 段階実施 全校実施   継続 

 
④ 日本語指導の充実 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 日本語特別指導（初期指導） 

 
 
 
 
プラン２－1) 「基礎的な知
識・技能」（P.35）で再掲 

日本語指導が必要な外国人児童・生徒や、海外から帰国した児童・
生徒を対象に個別や⼩集団による日本語指導を⾏います。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

2 日本語学級（蒲田⼩･中） 
 
 
 
 
プラン２－1) 「基礎的な知
識・技能」（P.35）で再掲 

区⽴⼩中学校に就学している日本語特別指導（初期指導）を終了
した児童・生徒に対して、日本語による学習適応⼒の更なる向上
のため学習言語の習得を支援します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
推進     継続 

 
  

中学校生徒海外派遣 日本語学級学習発表会 

【蒲田小学校】 

プラン４－１）「体力の向上」
（P.46）、 
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